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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第37期

第１四半期
連結累計期間

第38期
第１四半期
連結累計期間

第37期

会計期間
自 平成27年12月21日
至 平成28年３月20日

自 平成28年12月21日
至 平成29年３月20日

自 平成27年12月21日
至 平成28年12月20日

営業収益 (千円) 978,919 898,664 3,932,414

経常利益 (千円) 96,517 82,608 428,067

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 60,100 53,632 270,029

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 24,698 70,333 259,554

純資産額 (千円) 7,121,763 7,286,632 7,282,841

総資産額 (千円) 8,336,451 8,444,388 8,544,420

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 8.31 7.41 37.33

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 85.4 86.3 85.2
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３　営業収益には、消費税等は含まれておりません。

　  

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。　

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。　

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、ＩＴ産業を中心とする情報関連投資の増加及び個人消費が底

堅く推移するなど、景気は緩やかに持ち直しているものの、米国政策運営が不透明なこと、また、深刻な人手不足

の影響が顕在化していることなど、その先行きは不透明な状況にあります。

　このような中、当社グループは各分野において取り扱う情報コンテンツの見直しや拡大、情報提供方法の変更・

追加及び新規エリアへの進出等の取り組みを行うと同時に、会社機関の改編や組織の見直し等を実施し、経営判断

の迅速化並びに合理化を進めてまいりました。この結果、営業収益は８億９千８百万円（前年同期比8.2％減）とな

り、営業利益は７千７百万円（前年同期比15.6％減）、経常利益は８千２百万円（前年同期比14.4％減）、親会社

株主に帰属する四半期純利益は５千３百万円（前年同期比10.8％減）となりました。

　なお、当社グループにおける報告セグメントは情報関連事業のみであり、開示情報としての重要性が乏しいた

め、セグメント情報の記載は省略しております。

 

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間の総資産は前連結会計年度から１億円減少し、84億４千４百万円となりました。流動

資産は前連結会計年度から８千７百万円減少し、56億８千５百万円となりました。この主な要因は、現金及び預金

の減少額１億２千２百万円及び受取手形及び売掛金の増加額３千４百万円等によるものであります。固定資産は前

連結会計年度から１千２百万円減少し、27億５千８百万円となりました。これは主に、減価償却等による有形固定

資産の減少額１千３百万円等によるものであります。

　負債総額は前連結会計年度から１億３百万円減少し、11億５千７百万円となりました。流動負債は前連結会計年

度から１億１千万円減少し、８億１千４百万円となりました。これは主に、未払金の減少額８千７百万円及び未払

法人税等の減少額３千９百万円等によるものであります。固定負債は前連結会計年度から６百万円増加し、３億４

千３百万円となりました。この主な要因は、その他の増加額６百万円によるものであります。

　純資産は前連結会計年度から３百万円増加し、72億８千６百万円となりました。この要因は、利益剰余金の減少

額１千２百万円及びその他有価証券評価差額金の増加額１千６百万円によるものであります。この結果、自己資本

比率は86.3%となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 29,548,800

計 29,548,800
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年３月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年４月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,398,000 7,398,000
東京証券取引所

JASDAQ
(スタンダード)

単元株式数は100株であります

計 7,398,000 7,398,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年３月20日 ― 7,398,000 ― 1,010,036 ― 983,604
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年３月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 164,900

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
      7,231,100
　　　

72,311 ―

単元未満株式
普通株式
　　　　　
2,000　

― ―

発行済株式総数       7,398,000 ― ―

総株主の議決権 ― 72,311 ―
 

(注) １ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式 76株が含まれております。

２　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成28年12月20日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

② 【自己株式等】

  平成29年３月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ＫＧ情報

香川県高松市今里町二丁
目２-10

164,900 ― 164,900 2.23

計 ― 164,900 ― 164,900 2.23
 

(注)　当第１四半期末日現在の自己株式数は、164,976株であります。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成28年12月21日から平成

29年３月20日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年12月21日から平成29年３月20日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年12月20日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年３月20日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,338,773 5,216,473

  受取手形及び売掛金 405,994 440,969

  製品 1,466 1,192

  仕掛品 622 376

  原材料及び貯蔵品 9,359 9,899

  その他 18,909 19,259

  貸倒引当金 △2,271 △2,479

  流動資産合計 5,772,853 5,685,691

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 631,560 625,086

   機械装置及び運搬具（純額） 125,904 119,054

   土地 1,601,238 1,601,238

   その他（純額） 13,926 13,586

   有形固定資産合計 2,372,630 2,358,965

  無形固定資産   

   その他 32,072 32,278

   無形固定資産合計 32,072 32,278

  投資その他の資産   

   その他（純額） 367,901 368,578

   貸倒引当金 △1,037 △1,126

   投資その他の資産合計 366,863 367,452

  固定資産合計 2,771,566 2,758,696

 資産合計 8,544,420 8,444,388
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年12月20日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年３月20日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 97,014 92,514

  未払金 393,870 306,047

  未払法人税等 75,551 35,893

  前受金 318,043 295,408

  賞与引当金 1,335 18,385

  その他 39,162 66,487

  流動負債合計 924,977 814,736

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 210,101 209,351

  退職給付に係る負債 63,971 64,116

  資産除去債務 35,198 35,348

  その他 27,329 34,202

  固定負債合計 336,600 343,019

 負債合計 1,261,578 1,157,755

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,010,036 1,010,036

  資本剰余金 983,705 983,705

  利益剰余金 5,260,689 5,247,778

  自己株式 △76,761 △76,761

  株主資本合計 7,177,669 7,164,758

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 105,172 121,873

  その他の包括利益累計額合計 105,172 121,873

 純資産合計 7,282,841 7,286,632

負債純資産合計 8,544,420 8,444,388
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年12月21日
　至 平成28年３月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年12月21日
　至 平成29年３月20日)

営業収益 978,919 898,664

営業原価 758,919 698,315

営業総利益 220,000 200,348

販売費及び一般管理費 127,637 122,398

営業利益 92,362 77,950

営業外収益   

 受取利息 1,170 324

 不動産賃貸料 2,169 2,068

 前受金期間経過収入 1,286 1,893

 古紙売却収入 1,513 1,493

 その他 126 721

 営業外収益合計 6,266 6,502

営業外費用   

 不動産賃貸費用 893 750

 リース解約損 ― 841

 その他 1,218 252

 営業外費用合計 2,111 1,844

経常利益 96,517 82,608

税金等調整前四半期純利益 96,517 82,608

法人税等 36,417 28,976

四半期純利益 60,100 53,632

親会社株主に帰属する四半期純利益 60,100 53,632
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年12月21日
　至 平成28年３月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年12月21日
　至 平成29年３月20日)

四半期純利益 60,100 53,632

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △35,401 16,701

 その他の包括利益合計 △35,401 16,701

四半期包括利益 24,698 70,333

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 24,698 70,333

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

 
当第１四半期連結累計期間

(自 平成28年12月21日 至 平成29年３月20日)

税金費用の計算  税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年
度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的
に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算して
おります。

 

 

(追加情報)

　  繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用 

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年12月21日 至 平成29年３月20日)

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第
１四半期連結会計期間から適用しております。

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年12月21日
 至 平成28年３月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年12月21日
 至 平成29年３月20日)

減価償却費 23,580千円 18,897千円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自 平成27年12月21日 至 平成28年３月20日)

配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年３月15日
定時株主総会

普通株式 66,543 9.20 平成27年12月20日 平成28年３月16日 利益剰余金
 

　(注)１株当たり配当額9.20円には、創立35周年記念配当5.00円を含んでおります。

 
Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自 平成28年12月21日 至 平成29年３月20日)

配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年３月10日
定時株主総会

普通株式 66,543 9.20 平成28年12月20日 平成29年３月13日 利益剰余金
 

　(注)１株当たり配当額9.20円には、印刷工場竣工10周年記念配当5.00円を含んでおります。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成27年12月21日 至 平成28年３月20日)及び当第１四半期連結累計期間(自 平成

28年12月21日 至 平成29年３月20日)

当社グループにおける報告セグメントは情報関連事業のみであり、開示情報としての重要性が乏しいため、セグ

メント情報の記載は省略しております。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年12月21日
至 平成28年３月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年12月21日
至 平成29年３月20日)

１株当たり四半期純利益 ８円31銭 ７円41銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 60,100 53,632

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益(千円)

60,100 53,632

    普通株式の期中平均株式数(株) 7,233,024 7,233,024
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

 該当事項はありません。

 

２ 【その他】

 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

 

 

 平成29年４月12日
 

株式会社ＫＧ情報

 取締役会 御中
 

　

　

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 三　宅　　　昇　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 藤　井　秀　吏　印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＫＧ情

報の平成28年12月21日から平成29年12月20日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成28年12月21日から平成

29年３月20日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年12月21日から平成29年３月20日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＫＧ情報及び連結子会社の平成29年３月20日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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